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1 は じ め に  本 研 究 は 、 雪 国 に お け る 町 づ く り を 考 え る 場 合 の む 礎 資 料 を 得 る こ と

を 目 的 と し 、 1ヒ 海 道 内 の 各 市 町 村 に お け る 雪 対 策 の 現 状 を 気 摯 特 性 と 関 連 づ け て 把 握

し よ う と す る も の で あ る 。 本 IBは 、 そ の 1と し て 、 北 海 道 内 各 市 町 村 の 雪 対 策 に 関 す

る ア ン ケ ー トロ 杢 に つ い て 、 そ の 薇 晏 を 報 告 す る 。

2 口 査 結 果 の ■ ■  0冬 期 間 の 生 活 障 害 ■ 日   各 市 町 村 が 冬 期 間 、 最 も 生 活 に 障

害 を き た す 気 象 要 因 と し て 上 げ た 晏 国 は 、 雪 が 8096と 最 も 多 く 、 次 き に 属 14%、 気 捏

5%と な つ て い る 。 雪 と 答 え た 市 町 村 は 、 多 豪 雪 地 帯 を 中 心 に 全 道 に 分 布 し て い る 。

障 害 と な る 雪 の ■ は 、 日 降 雪 凛 て 30c● 以 上 が 5096と 最 も 多 く 、 こ れ ら は 豪 雪 地 帯 の 市

町 村 に 多 い 。 こ れ を 積 雪 深 て み る と 、 100c● 以 上 が 48%で 最 も 多 く 、 前 述 の 生 活 の 障

害 と な る 日 降 雪 繰 が 30c日 以 上 と 害 え た 市 町 村 0数 と は ぼ 合 致 し 、 日 降 雪 凛 と 積 雪 様 と

に 相 関 が み ら れ る 。  ● 雪 対 籠
=日

会 ● 0■ 晨   何 ら か 0形 で 雪 対 策 を 回 係 団 体 と

話 し 合 う 場 を 持 つ 市 町 村 は 2196、 常 設 は 札 颯 、 償 知 安 等 の み で ● め て 少 な い 。 し か も 、

内 容 は 、 通 raの 除 排 雪 が 主 で あ り 、 冬 期 間 の 生 活 全 体 を 考 え る ● と は な つ て い な い 。

他 の 多 く の 市 町 村 で は 、 協 議 会 の 日 催 が 冬 期 日 の み て 、 そ の 回 微 も 1-2回 の 場 合 が

大 半 で あ る 。 ● 瞼 絆
=薔

準   独 自 の 除 排 雪 基 準 を 持 つ 市 町 村 は 、 全 体 の 53%(市

80%・ 町 村 40%)に 週 き な い 。 基 準 内 容 は 、 除 雪 の 場 合 、 韓 雪 量 が 10c● 以 上 65%、 15

C● 以 上 30%で あ る 。 排 雪 基 準 に つ い て は 、 無 い 市 町 村 が 多 く 、 除 雪 基 準 の あ る 市 町 村

の 20%に 過 ぎ な い 。 除 排 雪 籠 腱 は 、 行 政 区 崚・ 管 理 道 路 状 況 等 で 異 な る が 、 札 颯・ 旭

川 等 の 大 都 市 を 除 い て 除 雪 距
=が

 100-400k日 前 後 に 摯 中 し て い る 。 市 町 村 予 算 全 体

に 占 め る 雪 対 策 予 算 は 、 1%前 後 に 集 中 し 、 3%を 越 え る 0は な い 。 雪 対 策 の 予 算 額

に 対 し て は 、 70%が 満 足 と 答 え て い る が 、 豪 雪 壊 ● や 雪 対 策 予 算 日 の 大 き い 市 町 村 で

不 十 分 と す る と こ ろ が 多 い 。 r雪 対 策 予 算 の 市 町 村 予 算 に 占 め る 割 合 J:Xと 「 単 位

除 排 雪 ■l離 当 り の 人 口 」 :Yの 関 係 を み る と 、 各 市 町 村 と も 下 式 以 下 の ■ 日 に は 0訥

ま り 、 こ の 式 近 傍 に 雪 対 策 予 算 不 足 の 市 ●I村 の 半 数 以 上 が あ る こ と か ら 、 現 状 で の 雪

対 策 予 算 を 考 え る 場 合 の 畷 度 の 目 安 と し て 、 こ の 式 が 考 え ら れ る 。
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3 ま と め

北 海 道 て の 雪 対 策 の 現 状 は 、 道 raお よ び 公 共 鮨 設 辺 の 除 排 雪 を 実 鮨 し て い る に 過 ぎ

な い 。 今 後 、 気 菫 特 性 に 基 づ く 雪 対 策 を 考 慮 し た り 、 市 衛 地 を コ ン パ ク ト に ま と め 、

除 排 雪 距 菫 を 増 加 さ せ な い こ と や 公 共 施 設 の 冬 期 国 の 使 用 法 方 に つ い て の 検 討 が 必 要

と 考 え ら れ る 。
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